
（各課様式１） 

予 算 要 求 資 料 

令和３年度当初予算   支出科目 款：衛生費  項：医務費  目：医務費    

事業名 地域医療を支える人づくり事業費 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

         健康福祉部医療福祉連携推進課医療人材確保係  

電話番号：058-272-1111（内 2626 ） 

       E-mail：c11230@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費 1,500 千円（前年度予算額：  1,500     千円） 

＜財源内訳＞  

区 分 事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財 産 

収 入 
寄附金 その他 県 債 

一 般 

財 源 

前年度 1,500 0 0 0 0 0 0 0 1,500 

要求額 1,500 0 0 0 0 0 0 0 1,500 

決定額          

 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

全国的に医師不足が継続している中、特に産科医や小児科医等の不足感が大

きく、この傾向は県内でも同様であり、当該診療科医師の増加・診療科偏在の

解消が必要となっている。 

 

（２）事業内容 

医師不足診療科の医療現場の体験等を通じて、医師に求められる高い倫理観

や使命感を学ぶとともに、医師の職業の重要性や生命の尊さについて理解を深

め、将来の職業選択の参考にしてもらい、将来、気概と目的意識を持って医学

部を志す中学生や高校生の育成を図る。 

 

（３）県負担・補助率の考え方 

  県単独事業。 

 

 



 

 

（４）類似事業の有無 

・高校生を対象としたへき地医療研修会の開催【へき地医療従事者養成事業】 

 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

旅費 30 業務旅費 

需用費 6 消耗品等 

役務費 129 通信運搬費等 

保険料 100 参加学生の傷害保険、損害賠償責任保険の加入費用 

委託料 1,235 現場体験及び体験セミナー研修の委託 

合計 1,500  

 

 決定額の考え方  

 

 

 

 

４ 参考事項 

（１）各種計画での位置づけ 

  人づくり分科会における人材確保・育成施策として議論・検討されている。 

 

（２）国・他県の状況 

・高校生を対象とした医療現場体験事業（福島県） 

・高校生医療体験セミナー（広島県） 

・高校生の職場体験セミナー（群馬県） 

 

（３）後年度の財政負担 

医師の人づくりに関する施策であることから、当面継続する。 

 

（４）事業主体及びその妥当性 

 当該事業は医師不足診療科（産婦人科や小児科等）に特化して、医師不足診療

科の魅力を知ってもらい、将来当該診療科の医師を目指してもらうことで、当該

診療科医師の増加・診療科偏在の解消の取組として、県が積極的に実施する必要

がある。 

 

 

 

 



 

 

事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
□  新 規 要 求 事 業  

■  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか 

 医師不足診療科の実情を学んだ生徒が将来、医学部に入学し、当該診療科

医師として従事することに対する意識を醸成する。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業 

開始前 
指標の推移 現在値 目 標 達成率 

医療機関現場体験

等参加者数（累計） 

 

 

50 人 

（H30） 

100 人 

（H31） 

74 人 

（H31） 

250 人 

（R4） 

29.6％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（前年度の取組） 

・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等） 

〇令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大状況を鑑み、中止とした。 

〇令和元年度の実績 

・実施医療機関１２病院。 

・実施回数 

産婦人科：６回、小児科：７回、麻酔科：７回、救急科：７回 

・参加人数７４人（中学２年生：２９人、高校１年生：４５人） 

 

（前年度の成果） 

・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果 

 令和２年度は事業を中止としたが、例年の事業参加者から、各医療機関の

体験内容について満足するとともに医師及び体験した診療科への興味を持

つようになったとの感想があり、学生が医師という職業に触れる機会を創出

し、将来的に従事しようと考えるきっかけとなっていると言える。今後事業

参加者が大学を卒業した後、岐阜県の医師に実際に従事することが期待され

る。 

 

 

 



 

 

２ 事業の評価と課題 

 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か） 

 ○：必要性が高い  △：必要性が低い 

(評価) 

 

 ○ 

 

医師不足診療科の実情を学んだ生徒が将来、医学部に入学し、当

該診療科医師として従事することに対する意識を醸成することに

つながるため、必要性が高い。 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 

 ○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている 

 △：まだ期待どおりの成果が得られていない 

（評価） 

○ 

 

令和元年度は７４人の学生が参加し、実際の医療機関を訪問し

て診察の見学や体験等を通じて、地域医療への興味を持たせるこ

とができた。  
・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 

 ○：効率化は図られている  △：向上の余地がある  

(評価) 

○ 

 

 県内の中学生、高等学校に周知を依頼するなどして、多数の学

生に対して募集を行っている。 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

 医師を目指す者を増やした後、実際に医学部に進学し、県内の当該 4 診療

科で勤務してもらうための施策についても検討が必要。 

 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

 地域医療の確保という強い県民ニーズがあり、岐阜県長期構想目標数値を

含む一定の成果を挙げるまで継続すべき事業である。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

  


